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1　はじめに
　カテーテルを使用して行う血管造影検査は、血管病
変の診断・治療方針の決定・治療を目的とした重要な
検査である。しかし、他の検査に比べ侵襲が大きく時
間もかかるため患者の身体的・精神的苦痛は大きいと
考える。
　現在、放射線科では血管造影検査が月間約110症例
施行されている。私達放射線科看護婦は、BGMを流
したり、言葉掛けを行うことにより患者が安全・安楽
に検査が受けられるよう心がけている。しかし、検査
中という短時間の係わりの中で自分達の行った看護が
適切であったのか、他にやるべき事は無かったのか疑
問を感じている。そこで、検査を受けた患者に質問紙
による調査を行い、その結果より現在行っている看護
を振り返り、これからの援助について検討したので報
告する。
ll用語の定義
　血管造影検査とは、カテーテルを使用し選択的に動
脈を造影する方法とする。
皿　研究方法
　1．調査対象：平成11年8月9日～9月17日にカテ
ーテル法で、頭部・胸腹部・下肢・心臓の血管造影検
査を行った患者100名。
　2．調査方法：無記名質問紙法。検査室看護婦の説
明に同意を得られた場合に、帰室後病棟看護婦より渡
してもらい一般状態安定後、記入してもらう。
　3．データの収集方法：検査後（2～3日）直接病
棟へ訪室回収し、又、その場で質問等があれば受ける。
　4．質問紙の回収率：94％
IV結果
　対象の背景（表1）
　アンケー一一トを行った患者は、男性67人、女性27人で
あった。年齢別では60才代が最も多かった。
検査回数は、初回47人、2回目以上43人、未記入4人
であった。
1．検査前（図1～4）
　検査の説明は、全ての患者が受けており（図1）看
護婦と医師から説明を受けた人が44人、医師からのみ
41人、看護婦か
らのみ7人とな
っている。
（図2）
検査回数に関係
なく「安心もし
たが不安になっ
た部分もある」
と答えた患者が
最も多く、次い
で「安心した」
「不安になった」
という回答であ
った。　（図3）
表1　対象の背景
性別 男性
乱ｫ
67人（71％）
Q7人（29％）
年齢 20才代
R0〃
S0〃
T0〃
U0〃
V0〃
W0〃
5人（6％）
Q人（2％）
T人（6％）
Q2人（23％）
R7人（39％）
Q2人（23％）
P人（1％）
検査回数 初　回
Q回目以上
｢記入
47人（50％）
S3人（46％）
S人（4％）
不安な事では、検査が初回の患者は「安静」「痛み」
「時間」の順で挙げており、検査回数2回以上の患者
は「安全性」　「排泄の事」　「結果」の順で不安な事を
挙げている。
　尚、不安について検定した結果、初回の人と2回目
以上の人とでは有意差は認めなかった。P＞0、05
2．検査中（図5～8）
　1）検査室の雰囲気について
「良い」（23人）　rDr．　Nsが優しく、親切でチー
ムワークの良さを感じた」　（23人）と答えた患者が多
く、「冷たい、重々しい、手術室のよう」と答えた患
者は12人であった。（図5）
　2）目かくしについて
　目かくしをした患者のうち42人（63％）が施行して
よかったと答えており、目かくしをしなかった患者の
うち12人（50％）がしなくてよかったと答えている。
少数意見では、　「選択できた方がいい」（3人）　「少
し怖かった」　（1人）という答えもあった。　（図6）
　3）音楽について
　音楽が流れていた事に気づいた患者は、56人（60％）
で、複数回答で「落ち着けた」（32人）「気がまぎれ
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てよかった」（26人）と答えた患者が多く「うるさかっ
た」と答えた患者はいなかった。（図7）
　4）検査中の苦痛について
　「検査中の苦痛はありましたか」という質問に対し、
「はい」と答えた患者は39人（41％）　「いいえ」と答
た患者は52人（55％）であった。（図8）
苦痛の内容は「同一体位によるもの」（10人）　「局麻・
穿刺による疹痛」（10人）が多く、少数ではあったが
「治療による副作用」（2人）　「カテーテル挿入時の異
和感」（2人）などもあった。　（図9）
　苦痛を看護婦に伝える事ができた患者は22人（56％）
でその苦痛に対する看護婦の行為として多かったのは
「マッサージ」（10人）ついで、　「声かけをしてくれた」
（8人）、　「排泄介助」（2人）であった。　（図10，ll）
　苦痛を看護婦に伝えられなかった患者は16人（41％）
で、伝えられなかった理由として「苦痛と言える程で
はなかった」（11人）　「不満はなかった」（7人）　「遠慮
した」（4人）という意見があった。　（図10，12）
3．検査後
　検査終了後は「ホッとした。（安心した）」（57人）
と答えた患者が半数以上を占めていた。少数ではある
が「非常につらかった」（4人）「二度と検査を受けた
くない」（2人）　「検査後の安静が不安」（2人）という
意見もあった。　（図13）
　検査室の看護婦に望む事では、「感謝」（27人）　「特
になし」（13人）　「態度・気遣いが大変よい。このまま
頑張って下さい」（12人）　「もっと声かけをしてほしい」
（4人）　「検査の進行を具体的に説明してほしい」
（1人）などであった。　（図14）
V　考察
　1．検査前
　今回の検査で全員の患者が検査の説明を受けており、
「不安になった」「安心もしたが不安になった部分も
ある」と答えた人が合わせて73％と多い。血管造影検
査は危険を伴うことから当然予想していたが、初回の
人と2回以上の人との不安の結果に有意差が、見られ
なかった事は意外であった。2回以上検査を施行して
いるからと言って、初回の人より不安が少ないと判断
するのは危険であると考える。
　不安の内容を見ると初回の人と2回以上検査を施行
している人では違いがあり、初回の人は安静・痛み・
時間等、検査そのものに対する不安が多い。それに対
して2回以上の人は検査の安全性や結果についての不
安が多い傾向にある。この事により、初回の人に対し
ては、検査の流れや時間等の説明をすることにより、
不安の軽減につながるのではないかと考える。そのた
めに、検査前訪問等、放射線科看護婦として援助でき
る事を検討していきたい。2回以上の人に多い傾向に
あった、結果についての不安には直接は係われない。
だが安全性については観察を怠らず医師と協力して事
故がなく終了する様心掛けていくことが重要である。
2．検査中
　検査室の雰囲気では、大きな機械に圧倒され、冷た
く恐いイメージを持つ患者が多いのではという予想に
反して、検査に係わるスタッフによる雰囲気の良さを
挙げている患者が多かった事は、今後の援助の大きな
励みになりうる。しかし、「奥の方で笑い声がしたのが
気になった」と答えた患者もいた。患者は目かくしを
していたり体動が制限されることによって周囲が見え
ないので、不快感を与えるような言動は嬉しみたい。
　目かくしについては、した人もしなかった人も肯定
的な回答が多かった為、目かくしの説明は行うが、患
者自身に選択させるのが最も良い方法であると考える。
　音楽療法について石井らは「音楽の感受性は個人に
よって異なり、生体反応も一様でなく、人のその時々
の心の状態を調節する機能を持つ」’）と述べている。
今回の調査研究でも「落ち着けた」「気がまぎれて良
かった」という答えが多く、「うるさかった」と答え
た人が0％であることから、総合的に見て音楽は心の
状態を調節するのに役立っていると考える。又、　「自
分の好きな曲ならもっと良かった」と選択を希望する
答えがあった。これは、患者の好きな曲の情報を得る
方法を考えたり、設備の問題も含んでいることから、
看護婦だけではすぐに解決する問題ではない。しかし、
音楽は不安を軽減する方法として効果的な対処方法に
なりうると考えることから希望を実現できる様に考え
ていきたい。
　苦痛については、　「苦痛はありましたか」の質問に
対して「いいえ」と答えた人が「はい」と答えた人を
上回っていた事が私達の予想と大部違っていた。　「は
い」と答えた中では、同一体位によるものが一番多く、
これに対してはマッサージや体位の工夫により軽減で
きていたようなので今後も続けていきたい。
　局麻、穿刺による疹痛も同一体位の保持と同位であ
るが、血管造影検査においては避けられないものであ
る為自制ができる様に噛していく事が大事である。
　更に、造影剤によるものが挙げられているが、放射
線科の検査は造影剤の使用が必須であることから、副
作用には十分注意していくと共に塞栓高等、治療によ
る副作用にも迅速な対応ができるように心掛けていか
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なければならない。
　苦痛があり、それを看護婦に伝えることができた人
はその苦痛に応じた対処を受けている。しかし、苦痛
があっても看護婦に伝えることができない人もいるこ
とから精神的、身体的に苦痛を感じてもそれを表現で
きるかどうかは別問題であることがうかがえる。これ
らのことから、病棟からの申し送りを受ける際は患者
の性格や、不安に思っている事などの情報を得ること
も重要であると考える。又、検査前の項でも述べたが、
検査担当の看護婦が検査前に訪問することにより、患
者との信頼関係を築くことが不安の表出・軽減につな
がるものと考え、有効な援助方法の1つとして検討の
必要性がある。
　3．検査後
　検査が終了した気持ちとして「安心した」と答えた
人が多く、看護婦への要望では感謝の気持ちが多い中
で「もっと声掛けをしてほしい」　「検査の進行を具体
的に説明してほしい」と答えた人もいた。放射線科の
検査は被爆の問題があり、検査開始から終了まで検査
室の中で援助することは難しい。そのため透視を使用
しないわずかな時間が患者の側に行ける大事な時間で
ある。その限られた時間内に、単なる言葉掛けではな
く、精一杯の気持ちを込めて意識的に働きかけ援助し
ていくことが放射線科の看護婦として重要な役割であ
ると考える。
VIおわりに
　今回、検査室での援助を考えるにはまず、対象の不
安や苦痛を明確にすることから始めなければと思い、
調査を実施することにした。その方法として面接法で
は看護婦に遠慮して素直な気持ちを話しずらいのでは
と考え、質問紙法を選んだ。しかし、記述欄には未記
入が目立った。これは、記入するのが面倒だったのか、
あるいは対象の年齢を考慮すると大変だったのか明ら
かではないが簡単に記入できる工夫が必要であった。
　今回の調査を行い、明確になった課題を今後検討し
ていきたい。又、検査中の看護婦の態度など高く評価
して頂いたことは患者からの貴重なメッセージと受け
とめ、より安全、安楽に検査、治療が受けられるよう
努力を続けていきたい。
　最後にアンケートに御協力頂いた入院患者の皆様、
病棟婦長・主任・スタッフの皆様に心より感謝致します。
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質問項目
　〈性別〉①男　②女〈年齢〉（　）歳
　〈検査の回数〉　（　）回
1検査前
1　検査の説明はありましたか。
2　その説明は誰からありましたか。
3
4
　になりましたか。
はい　いいえ
その説明を聞いてどう思いましたか。
「不安」になったと答えた方はどのような事が不安
例）検査中のトイレの事、長時間かかるのか、など
II検査中
1　検査室の雰囲気はどうでしたか。
2　目かくしはしましたか。　　　　はい　いいえ
（1）目かくしについてどう思いますか。
3　音楽が流れていた事に気が付きましたか。
　　　　　　　　　　　　　　　　はい　いいえ
「はい」と答えた方は音楽についてどう思いましたか。
　　　　　　　　　　　　　　　　　（複数回答可）
4　検査中の苦痛はありましたか。　はい　いいえ
「はい」と答えた方はその内容をお書き下さい。
（1）その事を看護婦に伝える事が出来ましたか。
　　「はい」と答えた方はそれに対して看護婦はどう
　　いう行為をしてくれましたか。
　　「いいえ」と答えた方は看護婦に言えなかったの
　　はなぜですか。
皿検査後
1　検査が終了した今の気持ちをお聞かせ下さい。
2　検査室の看護婦に望む事がありましたら御自由に
　お書き下さい。
図1．検査の説明はありましたか
はい94人　（100％）
図2．その説明は誰からありましたか
　看護婦・医師
医師
看護婦
未記入
44（
41（44
7（7）
2（2）
o 50人（％）
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図3　その説明を聞いてどう思いましたか
　〈検査初回〉　　　　　　　　　　　　　　　　　　〈2回目以上〉
　　安心もしたが不安になった　　　　　　　　　　　　　30　　　　　　　　　　　　　　　　25
　　部分もある
　　　　　　　　安心した　　　　10　　　　　　　　　　　　　　　　14
　　　　　　不安になった　　　7　　　　　　　　　　　　　3　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　P　〉　O．　05　　　　　　　　　　　　0　　　　　　　　30人　　　　　　0　　　　　　　　30人
図4　不安になったと答えた方はどのような事が不安　　図5　検査室の雰囲気はどうでしたか
　　　になりましたか　　　　　　　　　　安静　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　良い
［＝棚　　彫　　　　　D「・N鶏場黛霧じた
uazn　2回目以上時間　　　冷たい・重々しい礪蜜う
　　　　　　　　安全性　　　　　　　　　　　　　　清潔で明るく広々している
　　　　　　　　排泄の事　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　普通
　　　　　　造影脂編　　　　　集中した雰囲気が伝縷心
　　　　　　　　　　結果　　　　　　　　　　　奥の方で笑い声がしたのが　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　気になった
　　　　　　　　その他　　　　　　　　　　　　　　　　　　その他
　　　　　　　　　　　　0　　　　5　　　10人　　　　　　　　　　　　　0
図6　目かくしはしましたか
8
1
6
5
1
4
6
4
4
2
3
5
5
23
23
30人
はい　67人（71％） いいえ　24人（26％）
　　・目かくしにっいてどう思いますか
　　　（目かくしした人）
　　目かくしをしてよかった
　　　しなくていいと思った　　　　11
　　　　選択できた方がいい
　　　　　　　少し恐かった
　　　　　　　やむを得ない
　　　　　　　　　　未記入
　　　　　　　　　　　　　o
図7　音楽が流れていたことに気がつきましたか
未記入3人（3％）
（目かくしをしなかった人）
目かくしをしなくてよかった
　　　未記入
12
12
50人
o 20人
はい　56人（60％） いいえ　33人（35％） 未記入5人（5％）
　　・「はい」と答えた方は音楽にっいてどう思いましたか（複数回答可）
　　　　　　　　　　　　　落ち着けた
　　　　　　　　気がまぎれてよかった
　　自分の好きな曲ならもっとよかった
　　　もう少し音が大きい方がよかった
　　　　　　　　　　　　うるさかった
　　　　　　　　　　　　　　　　　　O　20
図8　検査中苦痛はありましたか
32
26
20
18
0
40人
はい　39人（41％） いいえ　52人（55％） 未記入3人（3％）
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図9　「はい」と答えた方はその内容をお書きください
同一体位によるもの
局麻穿刺による痙痛
　治療による副作用
カテーテル挿入時の異和感
　　　造影剤注入時
　　　　　　その他
　　　　　　　　　　　　　　　　　　o
図10その事を看護婦に伝える事はできましたか
10人
10
10
はい　22人（56％） いいえ　16人（41％） 未記入1人（3％）
図ll
図12
「はい」と答えた方はそれに対して看護婦はどういう行為をしてくれましたか
　　　　　　　　　マッサージ
　　　　　声かけをしてくれた
　　　　　　　　　　排泄介助
　　　　　　　造影剤注入中止
　ガーゼで口をひたしてくれた
　　　鎮痛剤を使用してくれた
　　　　　　　　　　　　　　o
「いいえ」と答えた方は、看護婦に言えなかったのはなぜですか
10人
10
　　　苦痛といえる程ではなかった
　　　　　　　　　不満はなかった
　　　　　　　　　　　　遠慮した
　　　　話さなくてもよいと思った
目で合図できるところにいなかった
　　　　　自分が眠ってしまった為
我慢しなければいけないかと思った
11
7
4
2
1
1
1
　　　　　　　　　　　　　　　　　o
図13検査が終了した今の気持ちをお聞かせ下さい
　　　　　　　ホッとした（安心した）
　　　　医師、看護婦への感謝の気持ち
　　　　　　　　　　非常につらかった
　　　　　　二度と検査をうけたくない
　　　　　　　　　検査後の安静が不安
　　　　　　　大した検査ではなかった
　　　　　　　今後の治療に対する不安
　　　　　　　　　　　　　　　　　　o
5 10 15人
60人
図14
　　　　　　　　　　　　　　　感謝
　　　　　　　　　　　　　特になし
　　　　　　態度、気づかいが大変よい、このまま
　　　　　　　　　　　　頑張って下さい
　　　　　　もっと声かけをしてほしい
　検査の進行を具体的に説明してほしい
　　　　　　真意の伝わる応待がほしい
　　　　　　　もっとそばにいてほしい
検査室の看護婦に望む事がありましたら御自由にお書き下さい
27
13
12
4
1
1
1
o 30人
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